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↑在宅最高齢者 丹下トキさん(写真左)

↑施設入所最高齢者 長谷見ハナさん(写真右)
↑施設入所最高齢者 小川正志さん(写真右)
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を
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自治会名

正会員 特別会員

会員数 会 費

会員数 口 数 会員数 口 数

川 井 123名 128口 6名 6口 129名 188,000円

大丹波 86名 92口 5名 5口 91名 142,000円

梅 沢 42名 44口 3名 3口 45名 74,000円

丹三郎 64名 64口 1名 1口 65名 74,000円

小丹波 243名 244口 18名 19口 261名 434,000円

棚 沢 149名 150口 6名 6口 155名 210,000円

白 丸 43名 46口 3名 3口 46名 76,000円

大氷川 97名 97口 10名 10口 107名 197,000円

常 磐 62名 63口 5名 5口 67名 113,000円

長 畑 55名 60口 3名 3口 58名 90,000円

南氷川 59名 61口 10名 12口 69名 181,000円

栃久保 84名 84口 5名 5口 89名 134,000円

大 沢 17名 17口 0名 0口 17名 17,000円

日 原 24名 24口 3名 5口 27名 74,000円

海 沢 96名 96口 9名 9口 105名 186,000円

境 37名 37口 4名 4口 41名 77,000円

中 山 19名 19口 4名 4口 23名 59,000円

原 17名 17口 1名 1口 18名 27,000円

川 野 13名 21口 1名 1口 14名 31,000円

留 浦 5名 13口 1名 1口 6名 23,000円

峰 谷 28名 31口 2名 2口 30名 51,000円

自治会計 1,363名 1,408口 100名 105口 1,463名 2,458,000円

窓口扱い分 14名 39口 86名 106口 100名 1,099,000円

合 計 1,377名 1,447口 186名 211口 1,563名 3,557,000円
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

6月23日 1,200円

自宅で採れたキュウリの売上を福

祉へ

氷川775 杉山 初

6月27日 30,000円

チャリティーバザーの売上を福祉

のために

丹三郎260 原島 進

6月28日 100,000円

亡叔母様、米野あい様の生前

謝意として

氷川1419-1 石塚栄次

6月29日 10,000円 おさらい会の発表を祝して 氷川1225

奥多摩民舞謡連盟

会長 小林冨士江

7月 3日 1,400円

自宅で採れたナス・キュウリの売

上を福祉へ

氷川775 杉山 初

7月 6日 1,427円 小銭を貯めて福祉のために 匿 名

7月11日 30,000円 ベッドを借りたお礼 小丹波478-1 原島数枝

7月19日 100,000円 福祉のために 匿 名

7月28日 5,000円 福祉のために 匿 名

7月28日 1,650円

自宅で採れたトマト・ししとうの売

上を福祉へ

氷川775 杉山 初

7月31日 100,000円

故奥平節子様の遺志により福

祉のために

瑞穂町殿ヶ谷602

-208

赤木絵美

8月 1日 50,000円

亡ご主人、利明様の生前謝意

として

川野524 大野マサエ

8月 3日 1,614円 福祉のために 匿 名

8月 4日 20,000円

亡ご母堂、原島幸枝様の生前

謝意として

大丹波 匿 名

8月24日 10,000円 ベッド借用のお礼 匿 名

9月 8日 50,000円

亡ご母堂、秀子様の介護支援

への（生前）謝意

小丹波566 大久保光枝

～～～～ ９９９９ 月月月月 １１１１ ５５５５ 日日日日 まままま でででで
( 敬 称 略 )



平成２９年１０月５日
おおおおくくくくたたたたまままま ふふふふくくくくしししし

Ｎｏ．１９６( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

9月 8日 20,000円 介護機器借用のお礼 匿 名

9月13日 9,138円 小銭を貯めて福祉のために 小丹波471-3 山宮満江

9月15日 100,000円

亡ご母堂、奥平イヨ様の生前謝

意として

境1226 奥平 喬

月 日 品物・数量 住 所 氏 名

7月12日 未使用切手 5,500円分 丹三郎276 澤本安弘

7月24日 鮎 135匹 古里友釣り研究会

8月 3日 肌着、靴下、下着 多数 匿 名

9月 1日 テレフォンカード 20枚 匿 名

9月 8日 テレフォンカード 62枚 棚沢353 若林みよ

9月12日 ゴーヤ 3.8kg、キュウリ 1.6kg 氷川1225 小林冨士江

点字サー ク ル て ん点 様 金 子 敏 子 様 小 河 内 振 興 財 団 様

原 島 た い 子 様 盛 田 正 輝 様 奥 多 摩 工 業 ( 株 ) 様

(有)多摩エンジニアリング 様 近 藤 ひ ろ み 様 寿 楽 荘 様

小 澤 建 治 様 望 田 千 惠 子 様 奥 平 ト ヨ 子 様

町 住 民 課 様 山 宮 満 江 様 匿 名 １ 件



平成２９年１０月５日
おおおおくくくくたたたたまままま ふふふふくくくくしししし

Ｎｏ．１９６( ７ )

６

月

27

日

（

火

）

、

福

祉

会

館

に

お

い

て

、

氷

川

・

古

里

保

育

園

の

皆

さ

ん

に

参

加

し

て

も

ら

い

、

保

育

園

児

観

劇

招

待

事

業

を

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

「

人

形

劇

団

プ

ー

ク

」

に

、

「

ハ

リ

ネ

ズ

ミ

と

金

貨

」

を

公

演

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ふ

れ

あ

い

や

思

い

や

り

の

大

切

さ

を

、

か

わ

い

い

人

形

と

わ

か

り

や

す

い

ス

ト

ー

リ

ー

で

伝

え

て

く

れ

る

心

温

ま

る

作

品

で

、

子

ど

も

た

ち

は

み

ん

な

楽

し

そ

う

に

見

て

い

ま

し

た

。

劇

が

終

わ

っ

た

あ

と

は

、

登

場

し

た

人

形

た

ち

と

記

念

撮

影

な

ど

を

し

な

が

ら

ふ

れ

あ

い

ま

し

た

。

参

加

し

て

い

た

だ

い

た

皆

さ

ま

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

お

芝

居

に

夢

中

な

園

児

の

皆

さ

ん

毎年恒例となっています、

古里友釣り研究会（会長小

西将文さん、会員２５名）

の皆さん（写真）による、

天然鮎の寄贈が７月２４日

に行われました。

今年は、長野県天竜川で

釣れた１３５匹の鮎を、東

京多摩学園の皆さんにお届

けしました。古里友釣り研

究会の皆さん、大変ありが

とうございました。
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Ｎｏ．１９６( ８ )

赤

い

羽

根

共

同

募

金

運

動

が

、

10

月

１

日

よ

り

12

月

31

日

を

運

動

期

間

と

し

て

、

全

国

一

斉

に

始

ま

り

ま

し

た

。

奥

多

摩

町

で

は

、

主

に

10

月

に

行

な

わ

れ

る

「

一

般

募

金

」

と

、

11

月

か

ら

12

月

に

か

け

て

行

な

わ

れ

る

「

歳

末

た

す

け

あ

い

・

地

域

福

祉

募

金

」

を

自

治

会

な

ど

を

通

じ

て

、

皆

様

に

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

平

成

28

年

度

の

赤

い

羽

根

共

同

募

金

の

配

分

金

は

、

次

の

よ

う

に

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

東

京

都

全

体

○

地

域

福

祉

活

動

団

体

、

社

会

福

祉

協

議

会

や

住

民

に

よ

る

地

域

福

祉

活

動

な

ど

○

障

が

い

者

の

方

々

の

授

産

事

業

用

車

両

お

よ

び

施

設

生

活

備

品

の

整

備

な

ど

○

保

育

所

や

児

童

養

護

施

設

の

備

品

整

備

な

ど

○

高

齢

者

の

方

々

の

通

院

用

車

両

、

特

殊

浴

槽

の

整

備

な

ど

○

福

祉

活

動

の

実

施

・

啓

発

活

動

な

ど

○

非

行

や

犯

罪

防

止

な

ど

の

啓

発

活

動

奥

多

摩

町

○

古

里

保

育

園

遊

具

の

整

備

○

タ

ン

ポ

ポ

の

会

製

菓

作

業

備

品

整

備

○

社

会

福

祉

協

議

会

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

通

信

の

発

行

ま

た

、

「

歳

末

た

す

け

あ

い

・

地

域

福

祉

募

金

」

で

は

、

町

内

の

援

助

を

必

要

と

さ

れ

る

方

々

へ

の

見

舞

金

と

、

翌

年

共

同

募

金

会

よ

り

配

分

を

受

け

て

、

町

内

の

地

域

福

祉

活

動

事

業

に

使

用

い

た

し

ま

す

。

皆

様

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

宜

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

開

催

日

10

月

22

日

（

日

）

第

一

部

式

典

午

後

１

時

～

第

二

部

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

午

後

２

時

20

分

～

「

お

し

ゃ

べ

り

福

話

術

マ

ジ

ッ

ク

」

友

拡

動

幸

会

（

と

も

か

く

う

ご

こ

う

か

い

）

夢

職

人

齋

藤

和

文

場

所

福

祉

会

館

１

階

集

会

室

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

、

在

宅

で

一

時

的

に

介

護

機

器

を

必

要

と

さ

れ

る

方

に

、

無

料

の

貸

出

し

を

行

っ

て

い

ま

す

。

貸

出

し

、

回

収

の

運

搬

は

職

員

が

行

い

ま

す

。

ま

た

、

貸

出

期

間

は

原

則

６

ヶ

月

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、

状

況

に

よ

り

期

間

の

延

長

も

可

能

と

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

。

貸

出

し

機

器

介

護

ベ

ッ

ド

車

い

す

ポ

ー

タ

ブ

ル

ト

イ

レ

エ

ア

ー

マ

ッ

ト
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Ｎｏ．１９６( ９ )

社会福祉法人

奥多摩町社会福祉協議会

奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883

ＦＡＸ:(0428)83-2567

E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

開開開開所所所所時時時時間間間間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.okusyakyo.or.jp/borasen.htm

毎年恒例の夏体験ボランティア事業を今年も７月２４

日から８月２５日にかけて実施し、小学生５年生から大

学生まで、１７名の方々に体験していただきました。

暑さに負けず、保育園や高齢者施設などでそれぞれが

年齢にあった積極的な活動をされていました。

「将来の仕事にしたい」「普段出来ない体験をしてみ

たい」「いろいろな人と接してみたい」「子どもたちの

お世話をしたい」など参加理由は様々でしたが、積極的

に活動をしている姿がとても印象的でした。

皆さんには、これから様々なことを経験できる機会が

たくさんあると思います。この体験を通じて、よりボラ

ンティア活動に関心を持っていただけたらと思います。

夏体験ボランティアを実施するにあたり、ボランティ

アを受け入れていただき、ご指導、ご協力賜りました各

施設に感謝申し上げます。

参加された皆さん、また来年お待ちしています！！

ハ

ッ

ピ

ー

メ

イ

ク

白

寿

○古里保育園 ○氷川保育園 ○寿楽荘

○琴清苑 ○グリーンウッド奥多摩

○シルバーコート丹三郎 ○東京多摩学園

○かもんみーる ○高齢者在宅サービスセンター

寿

楽

荘

古

里

保

育

園

氷

川

保

育

園

参加者数

男性 女性 計

小学生 2 9 11

中学生 0 4 4

高校生 1 0 1

大学生 0 1 1

合 計 3 14 17
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Ｎｏ．１９６( １０ )

ボランティア養成事業の一環として開催された、「傾聴ボランティア養成講座」の全日程（全２

回）が終了しました。昨年度に引き続き２回目の開催で１０名の方に参加いただき、全員が修了し

ました。

傾聴は、「耳を傾け、気持ちに寄り添い、さえぎらず、心を込めて聴く」ことで、２日間の講座

を通して、傾聴の基本を学びました。２人組ロールプ

レイでは「聴いている会話」と「聴いていない会話」

をシナリオを交えて体感したり、３人組ロールプレイ

では「話す人」「聴く人」「観察する人」に分かれて、

講座で学んだ確認や繰り返し、質問などを交えながら

体験的に傾聴を学びました。

参加者から、「聴くだけなら簡単と思っていたが共

感を持って話しを聴くのは難しい」「傾聴ボランティ

アとして活動していきたい」「近所の困っている方の

声かけから始めたい」などの感想が聞かれました。

講座に参加された皆さま、大変お疲れさまでした。

この講座で学んだことをぜひとも今後の活動で活かし

ていただきたいと思います。

今回は、「配食サービス」で活動されているボランティアさんを紹介させていただきます。

「配食サービス」は、町内にお住いのひとり暮らしの高齢者または高齢者のみの世帯へ、ボランティ

アさんのご協力をいただきながら、週３回夕食を安否確認を兼ねて手作りのお弁当を届けています。

ボランティア活動は、「盛り付け」「配達」「容器回収」「容器洗い」の４つの活動があり、現在

３５名のボランティアさんが活

動しています。

「配達ボランティア」として

活動している大さち子さん

（写真右上）は現在、日原地区

を担当していて、毎週月曜日に

お弁当を届けていただいていま

す。

大さんは、「いつも私のこ

とを待っててくれていて、お話

をしていると、励ましてくれた

り逆にこちらが元気をもらって

います」「これからも車の運転

ができる限りボランティアを続

けていきたいです」と話してい

ただきました。

この「配食サービス」は多く

のボランティアさんのご協力に

より実施しています。

引き続きボランティア皆さ

まのご協力をいただきますよ

うお願いします。

↑盛り付け お弁当箱に詰め

ていきます。多い時には６０

食のお弁当を盛り付けます

↑配達 利用者の元へ安否確認も

兼ねて届けます

↑容器回収 声かけをしながら

回収してセンターへ届けます

↑容器洗い

回収された容器を洗います


